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古地磁気的見地による中央構造線の屈曲構造と西南日本の回転運動
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西南日本における中央構造線( M T L )の屈曲構造の形成課程を調べるために、西南日本東縁部に位置する濃飛地
域において古地磁気学研究を行なった。採取した溶結凝灰岩( 5 5 - 6 6 M a )の古地磁気測定の結果、古地磁気方向は、
西南日本中央部の古第三期の古地磁気方向と同様に、東振り方向(D=51.7°, I=52.6°, a95=8.6°)を示すが、回転量
は2 3°少ない。この結果より以下のように結論する。M T Lの屈曲構造は約1 5 M aに起こった現在のM T Lと赤石構造
線がなす南北センスの左横ずれ断層に系によって構成された。そして、M T Lが少し屈曲することによって、濃飛
地域と西南日本中央部の回転量の差が生じた。

西南日本における中央構造線( M T L )の屈曲構造は、未だに議論の対象になっている。我々は、この構造の形成
課程を調べるために、西南日本東縁部であり、M T Lの屈曲部の北に位置する濃飛地域において古地磁気学研究を
行なった。笠ヶ岳流紋岩、大雨見山層群、濃飛流紋岩類に含まれる、後期白亜紀から古第三期にかけての溶結凝
灰岩の岩石試料を、3 5地点で、4 2 0個以上採取した。 5 6 0℃以上の高いu n b l o c k i n g温度を持つ特徴的な残留磁化を
3 2地点で得た。笠ヶ岳流紋岩と大雨見山層群( 5 5 - 6 6 M a )の古地磁気方向は、西南日本中央部の古第三期の古地磁気
方向と同様に、東振り方向(D=51.7°, I=52.6°, a95=8.6°)を示す。濃飛流紋岩のうち、阿寺断層から離れた位置に
存在する地点の古地磁気方向は、西南日本中央部と同じく東振りの傾向を示した。今回の古地磁気研究の結果は、
濃飛地域が西南日本の一部として、アジア大陸に対して4 5°以上の時計回りの回転運動をしてはいるが、西南日
本の中央部に比べて回転量は2 3°少ないことを示す。この回転量の差異を説明する新しいテクトニックモデルを
次のように提案する。西南日本の時計回り回転運動最終ステージである約1 5 M aに、西南日本東縁部は、現在の
M T Lと赤石構造線がなす南北センスの左横ずれ断層に沿って約6 0 k m以上南下した。以上より我々は以下のように
結論する。M T Lの屈曲構造は1 5 M aに起こった横ずれ断層系によって構成された。そして、M T Lが少し屈曲するこ
とによって、濃飛地域と西南日本中央部の回転量の差が生じた。


